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大
災
害
が
起
こ
っ
た
直
後
に

緊
急
救
援
体
制
を
整
え
る
た
め

に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
互
い

に
協
力
す
る
「
7
2
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
が
、
設
立
さ
れ
た
。
阪
神

大
震
災
で
救
援
活
動
に
取
り
組

ん
だ
五
つ
の
団
体
が
、
こ
の
ほ

ど
東
京
で
開
か
れ
た
「
阪
神
大

震
災
総
括
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
集

クの設立で合意した阪神大震災総括フォ国内緊急救援ネットワ

ま
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

ろ
う
と
合
意
し
た
も
の
で
、
今

後
、
他
団
体
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
る
。

　
今
回
弓
筆
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
結
集
し
た
の
は
「
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
」

　
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
こ
ど
も
に
学

校
を
つ
く
る
金
」
　
「
日
本
青
年

会
議
所
」
「
松
下
政
経
塾
」
　
「
立

正
佼
成
金
」
の
五
団
体
。

　
防
衛
庁
な
ど
の
官
公
庁
や
病

院
関
係
者
も
参
加
し
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
席
上
、
各
団
体
が
阪
神

大
震
災
で
の
活
動
経
験
や
気
づ

い
た
点
を
報
告
し
合
っ
た
が
、

　
「
迅
速
で
効
果
的
な
活
動
を
す

る
に
は
個
々
の
団
体
が
別
々
に

行
動
す
る
の
で
は
な
く
、
相
互

の
連
携
が
必
要
」
と
の
指
摘
が

相
次
い
だ
。
‘

　
た
と
え
ば
、
神
戸
市
長
田
区

で
緊
急
医
療
活
動
を
行
っ
。
た
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
に
は
、
岡
山
青
年
会
議

所
が
船
で
薬
品
、
食
料
を
輸
送

し
、
現
地
で
は
「
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
こ
ど
も
に
学
校
を
つ
く
る

会
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
医
師

の
配
置
、
巡
回
診
療
の
運
転
手
、

寝
た
き
り
老
人
の
調
査
な
ど
で

協
力
し
た
。
岡
山
県
加
茂
川
町

が
派
遣
し
た
入
浴
サ
ー
ビ
ス
車

の
巡
回
に
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
看

　
こ
う
し
た
議
論
の
結
果
、
災
。

害
発
生
か
ら
七
十
二
晴
間
以
内

に
緊
急
救
援
活
動
を
始
め
る
た

め
の
情
報
交
換
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
効
果
的
配
置
を
行
う
「
7
2

ネ
ッ
ト
マ
・
Ｉ
ク
」
の
設
立
で
合

意
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂
代
表
は

「
阪
神
火
震
災
の
教
訓
と
し
て
、

大
型
災
害
の
発
生
か
ら
七
十
二

時
間
は
行
政
も
大
き
な
打
撃
を
『

受
け
て
い
る
の
で
、
活
動
拠
点

や
通
信
、
輸
送
手
段
を
確
保

で
き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
が
大

き
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
官

民
の
役
割
分
担
、
ポ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ヘ
の
保
障
を
ど
ぅ
す
る

か
、
な
ど
が
今
後
の
課
題
」

と
話
す
。

　
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
こ
ど
も
に

学
校
を
つ
く
る
会
」
代
表
の
小

山
内
美
江
子
さ
ん
も
「
救
援
活

動
を
す
る
た
め
に
、
ど
こ
に
二

Ｉ
ズ
が
あ
る
か
情
報
を
集
め
共

有
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
痛
感

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
特
色

を
生
か
し
、
相
互
に
補
完
す
れ

ば
効
果
が
あ
が
る
」
と
指
摘
し

て
い
る
。

　
「
7
2
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

当
面
五
団
体
で
体
制
を
整
え
、

六
月
に
も
他
団
体
の
参
加
を
募

る
。

　
「
7
2
フ
ォ
土
フ
ム
」
へ
の
問

い
合
わ
せ
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
東
京
オ

フ
ィ
ス
（
0
3
・
３
４
４
０
・
９

０
７
３
）
。
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